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和歌山市の 次都市機能について














































ムスケジュー)1，(としては、住民の移動が活殆となる 3H・4月を泣けて、 5)]から 6刀にか
けて、郵送による本制任を突抑し、 rlまでにはその結朱をとりまとめたいと考えています。
(以上の内特及びスケジュールは扱終的に他定されたものではなく 、今後の検討の中で、若
干の変記をか1えていく可能性があります。)
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